
第３学年 理科 授業技術向上案

日 時：平成 23年 12月 9日（金）13:40～14:25

授業者：舩山 和栄

場 所：３年４組教室

１ 単元名 「明かりをつけよう」

２ 単元の目標 電気で明かりをつけることに興味を持ち，豆電球，乾電池，導線をどのようにつなぐと明かりがつくかを，様々なつなぎ方を比較し

ながら調べ，電気の通り道ができると明かりがつくことを捉えることができるようにする。また，いろいろな材質の物を回路につない

で，明かりがつくかを比較しながら調べ，物には電気を通す物と通さない物があることを捉えることができるようにする。

３ 本時の指導

本時のねらい ・明かりがつくときとつかないときとを比較して，明かりがつくときのつなぎ方の決まりについて，自分の考え方を表現することができる。

目指す児童の姿（表現） ・明かりがつくときのつなぎ方に共通することを見いだし、どのようにつなぐと明かりがつくのか，自分の考えをノートに書いたり，

述べたりすることができる。

１ 本時の学習問題を知る。（３分）

２ 実験の方法を知る。（３分）

３ 実験を行う。（１０分）

・明かりがつくつなぎ方

・明かりがつかないつなぎ方

４ 実験の結果を整理する。（１０分）

・明かりがつかないつなぎ方をワークシー

トにまとめる。

５ どのようにつなぐと明かりがつくのか

自分の言葉で書いて発表する。

（１０分）

６ 本時のまとめをする。（５分）

７ 本時の感想を書く。（４分）

次のように，実験の結果から分かったことや友達

の意見と関連づけた意見を述べている。

○○さんと似ているのですが，＋極，導線，

豆電球，導線，－極の順番につないで，輪の

ようになると電気の通り道ができて明かり

がつきます。

【比較して考察するための指導】

・どのようにしたら明かりがつくのかをまとめ

させるために，明かりがつかないつなぎ方を発

表させる。明かりがつくときとつかないときと

を比較させ，明かりがつくつなぎ方を自分の言

葉でまとめさせる。

【TCCCで思考を深めるための指導】

・実験を通して分かったことを基にして発表さ

せる際に，発表内容を整理して板書する。

【実験結果を確認し，共有するための ICTの活

用】

・実験結果を全体で確認する際に，児童が描い

た図を書画カメラで映し，共有化を図る。

○○さんに付け足しで，乾電池と豆電球と導

線が切れないで，輪のようになったときに明

かりがつきます。

どのようにつなぐと明かりはつくのだろ

うか。
乾電池と豆電球と導線が，切れないでつなが

っているときに明かりがつきます。

学習活動の流れ 目指す具体的な児童の姿１０１の授業技術

導線が，きちんと＋極と－極についていると

明かりがつきます。


